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　3月17日、土木学会講堂において「歴史的鉄

橋の保存・活用を考える」と題して講演会を

開催いたしました。フランスからは土木史・

技術史家アンドレ・ギエルム教授（国立工芸

学校）をお迎えし、フランスおける歴史的鉄

橋の保存・活用について講演して頂きまし

た。日本からは小西純一教授（信州大学）に

余部橋梁を始めとする鋼鉄道橋の現況と、鈴

木圭氏（鹿島建設）からは原位置保存を原則

とするドイツの現況を講演して頂き、歴史的

鉄橋の保存・活用の課題と将来について活発

な議論を行いました。

　フランスには現在、7531橋の鉄橋が存在

し、特に、ボルドー（587橋）、マルセイユ

（561橋）、モンペリエ（566橋）に全体の約

1/5が集中しています。これは道路や鉄道の

ルートがこれらの都市に集中していることが

その理由ですが、土木省と国鉄がもっともよ

く運用しています。1830年にローマ時代の遺

跡やルネッサンス期の宮殿等、歴史的記念物

を保存する法律が整備されました。　

　1930年に歴史的文化財の保存に関する法律

が整備され、遺産管理は文化庁が担当してい

ます。現在700件の遺産が登録され、その内

200件は水道施設、鉄橋はわずか20件という

状況です。1970年から保存について対象をと

歴史的鉄橋の保存・活用を考える

～André Guillerme教授招待講演会報告～

する建造物だけではなく、半径500ｍの範囲

内にある施設も含めて保存するようになりま

した。その基本的な考え方は、最初に建造さ

れた状態を保持する、オリジナルのコンセプ

トを大切にするということです。例えば、ビ

オレ・ル・ドュックが修復した教会を保存す

る際に、補修に使われた鉄材を撤去して元の

オリジナルな状態に戻すことが行われまし

た。　　

　1960年頃から交通量の増加に対して構造物

の耐力が十分でないことが危惧されはじめ，

1972年に鉄橋の維持管理において安全性を重

視することになりました。そのため、鉄道橋

の場合は腐食、ひびわれ、疲労について5年毎

に組織的に検査を行う体制が整えられていま

す。1994年の調査では、100年以上経過した

鉄橋のうち1/3は使用不可能という結果がで

ました。鉄道橋で有名なギャラビー橋の場合

には、200万ユーロ（2.4億円）が投入されま

した。各県に保守の専門家を3～4人配置し、

フランス全体で100名ほどいます。実地の保

守点検作業と報告書の作成を通じて歴史的鉄

橋に関する知識を高め、専門家を育成するプ

ログラムが行われていますが、中には大学で

教育できるレベルの専門家もいます。

　　　　　　　　（鹿島建設　　鈴木　圭）



－2－

　　　　　　　　　　　　　　フ　ォ　ー　ラ　ム　　　　　　　　　　　　　　

土木遺産とエコミュージアム

  大原一興
横浜国立大学　教授

　近年、日本でもエコミュージアム構想を提唱する地域が

各地で見られるようになり、この言葉の認知は広がりを見

せている。エコミュージアム（ecomuseum）とは、地域に

点在する有形無形の文化財や史跡、自然環境、産業遺産な

ど、地域のさまざまな資産をあるがままにあるいはより良

い状態に保全し、住民自ら調査研究し、保存しかつ学習し

ていくミュージアム活動のことである。日本では「地域ま

るごと博物館」「生活・環境博物館」などとも呼ばれてい

る。つまり、地域のあるがままの姿を地域住民の意志と力

により、生きた博物館として地域を運営していく活動と

いっても良い。決してテーマパーク的な集客施設ではな

く、基本は地域住民による生涯学習活動にあるという点を

踏まえておくことも重要である。実際には、日本における

活動の多くは、地方小都市や農山村部において、地域の保

有する豊かな自然環境や歴史文化を見直し愛でることで、

自分たちの地域に誇りを持とうという活動であり、都市部

ではまだ少ないのが実状である。

　さて、このエコミュージアムの対象とする広範な地域遺

産の中には、もちろん土木遺産も重要な位置を占めてい

る。その時代の最先端技術の発露として産業の基盤とな

り、日常に利用されることにより地域の生活を支えてきた

様々な土木遺産は、地域の歴史そのものを明確に可視化し

てくれる遺産である。各地のエコミュージアムでも、独特

の地形や川をテーマにしたものも多く、橋梁、水門、運

河、発電所、鉱山などがエコミュージアムのサイトとして

盛り込まれているところが多い。

　エコミュージアムによる土木遺産の活用の一例として、

スウェーデンのベリスラーゲン・エコミュージアムの例を

紹介しよう。このエコミュージアムには50カ所ほどのサイ

トがあり、中には、UNESCOの世界遺産に登録されているエ

ンゲルスベリ製鉄所も含まれている。そこでは、鉱山や坑

道、鉄鉱石の採掘所、運河、水路と水車、それから動力を

伝達する仕組み、溶鉱炉や製鉄所、鉄工所など、鉄の歴史

に関わる一連の多様な施設・遺産が保全されている。広範

な地域に点在するそれらの施設の維持管理は主として住民

組織のNPOが行い、専門的な保存調査研究は地元の研究機

関や国の文化財当局が行うが、日常的には市民の調査活動

により保存状態が監視されており、またそれぞれの遺産の

所有者は公私様々である。さらに、それぞれのサイトの解

説や現地ガイドを研修を受けた住民が担っている。これ

らの全体のマネージメントをおこなうのが、エコミュー

ジアムの専属職員で、必要な補助金の申請や、保全活動

手法のアドバイス、各サイトの自主グループの会合への

情報提供、もろもろの相談に飛び回っている。中心の無

い地域全体の取り組みとして、これらの多様な組織の協

同が成り立っているからこそ、点ではなく面としての地

域の歴史文化を、そのまま学びの場として機能させてい

くことができるのである。

　もう一例、示唆に富む例を挙げておこう。ノルウェー

のロロスという町は、かつて銅山を中心に銅の採掘で栄

えた町で、当時に形成された美しい木造建築の街並み全

体が世界遺産に登録されている。しかし栄華と同時に、

銅山における鉱害により地域の環境が汚染されたとの過

去を持っている。この歴史を町の負の遺産として伝え続

けなければならないという意志により、ロロス・エコ

ミュージアムでは銅鉱の保全や採掘技術に関する展示、

労働者の住宅などとともに、鉱毒に汚染された土壌、地

域もそのままの形で保存している。守るべき遺産とは、

決して住民が誇りとして護りたい遺産だけではない。負

の歴史もまぎれもない地域アイデンティティのひとつで

ある。1977年に鉱山会社が倒産して以来、赤い土地は保

存という名の下に放置されていたが、現在、実はわずか

だが自然の植生が回復しつつある。この汚染地域を保護

（汚染されたままに）すべきか、回復にまかせるのが良

いのか、今後どのような手段を選ぼうかと目下真剣に検

討しているのだという。最終的な決定は、これからの地

域を担う住民の意志にゆだねられているのである。

　おそらく日本でエコミュージアムを展開しようとして

いる地域において、海外の事例と比した時に欠けている

と思われる点は、地域住民の将来の生活と地域社会づく

りに向けたまなざしであると言えよう。地域の中の大切

な名所や見所を保存し展示するだけで終わるのではな

く、そのひとつひとつが地域の人々の生活文化と地域の

歴史にどのように関わっているか、さらにそれを現代に

つなげて考えることが必要なのである。観光客に迎合す

るのではなく、地域を作り上げる主体を育てていく、本

来の博物館の持っている機能に忠実であるのがエコ

ミュージアムのあり方であるといえる。
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明治橋（日本最古級の合成床版を用いた２主鈑桁橋）の調査

　　　 大分の石橋を研究する会会長　岡崎　文雄

日立造船　金吉　正勝

住友重工浦賀工場の閉鎖とNo.1ドックの保存について

　大分県野津町の明治橋は、明治35年2月に当時の国道36

号線として架設された大分県で初めての鉄の道路橋であ

る。昭和35年に新明治橋が架かるまで国道として使われ、

現在は町の歩道橋として利用されている。

　土木学会の「日本の近代土木遺産」にも掲載されている

支間16.25ｍの単純桁2連、総幅員5.4ｍ、橋長32.6ｍの橋

梁である。

　このほど当時の資料および現橋について調査したとこ

ろ、現存する最古の国道の橋としてだけでなく次のように

貴重な橋梁であることが判明した。

　明治35年10月発刊の「大分県案内」に完成写真が掲載さ

れており、床版の形状が当初より波型であることが判かっ

た。床版は、プレスした鋼鈑をリベットで連結して波型と

し、その上にコンクリートを打設している。主桁間隔は

4.8ｍであり、古い鈑桁によく採用されている主桁間の縦

桁はなく、２主鈑桁橋である。波型の鋼鈑は、コンクリー

トと一体となって働く合成床版として用いられたことが主

桁間隔、床版の厚さから判った。明治時代の橋梁で、合成

床版を用いた例は今まで報告されておらず、おそらく我が

国で初めての合成床版であると考えられる。最近、床版の

耐久性から合成床版が開発、採用されているが、100年前

に建設され、現在も使用されていることは合成床版の耐久

性を証明するうえで貴重な橋梁である。

　明治37年の内務省土木局の統計年報によると、明治35年

12月での国道の鉄橋は全国で9橋であり、明治橋の設計者は

「安田不二丸」技師、建設費用は、17,222円と記載されて

いる。

　明治橋は現存する最古の国道の橋梁としての歴史的価値

だけでなく、床版構造においても貴重であり、保存に向け

た調査が望まれる。なお、（社）日本橋梁建設協会では我

が国初の合成床版の調査を今秋行うことを計画中である。

大分県案内に掲載されている明治橋

　2003年3月をもって住友重工浦賀工場が閉鎖された。こ

の工場は榎本武揚らによって創立された旧浦賀船渠株式会

社の工場であり、現在も1899年（明治32年）に建設された

煉瓦造のNo.1ドックが残っている。国内において、煉瓦造

のドックはこの浦賀ドックと同じく浦賀地区にある川間

ドックの2例しかなく、川間ドックがゲートを撤去し、マ

リーナとして転用され、すでにドックとしての機能を失っ

ているため、現存する稼動可能な煉瓦造ドックとしては国

内唯一の存在である。

　設計は当初、オランダ人技術者デレーケ、ドイツ人技術

者ボーケルらに依頼されたが、最終的には横須賀造船所の

元技師であり、当時国内におけるドック建造の第一人者で

あった杉浦栄次郎が担当した。全長148.4ｍ、幅19.7ｍ、

深さ8.4ｍのこのドックはフランス積みによる煉瓦構造物

としても貴重であり、煉瓦造の構造物としてはその施工精

度も高く、関東大震災による若干の被害もあったものの、

この3月まで100年余に渡って現役のドックとして稼動し続

けてきた。横須賀市では昨年度より浦賀港周辺地区再整備

検討委員会（委員長、宮村忠関東学院大学教授）におい

て、工場跡地の土地利用計画の見直しの検討を進めてきた

が、ドック周辺のエリアは仮称産業遺産ミュージアムパー

クとして保存する方針を示した。横須賀市としては将来の

ドックの文化財としての指定、活用や、隣接するクレーン

などの付帯施設も含めて保存する意向を持っており、財源

の問題なども含めて、今後も検討が継続される予定であ

る。また、今後は咸臨丸フェスティバル（本年は4月29日に

開催）などの、地元で開催されるイベントに合わせて一般

に公開される予定である。

浦賀No.1ドック

関東学院大学　鈴木　伸治
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“シンポジウム・活動する風景のなかの産業遺産”
Industrial Heritage in the Working Landscape

　アメリカ五大湖東端に位置するニューヨーク州バッファ

ロー市は、1843年に世界初の大穀物倉庫が竣工して以来、

アメリカ西部産出の穀物を東部に供給する一大配給地とし

て発展してきた。その後バッファロー川沿いには穀物エレ

ベーター・サイロ群が次々と建設されたが、近年の工業衰

退によって現在はその殆どが遊休化し、安全管理上の理由

からその多くが取り壊しの危機に直面している。

　2002年10月12日に行われたシンポジウム「活動する風景

のなかの産業遺産」（主催：米国バッファロー市、後援：

NY州立大学バッファロー校建築計画学科都市デザインプロ

ジェクト基金、ナイアガラ地区ランドマーク委員会）で

は、これらの穀物エレベーター・サイロ群の立地地区を

「国家歴史地区（National Register of Historic

Places）」に指定し、今後バッファローの「地域資産」と

して活用することを目的として実施された。旧郵便局をリ

ノベートしたエリー・コミュニティーカレッジを会場とし

ているところも、その主眼を大いに喚起させてくれる。

　シンポジウムは地元ニューヨーク州立大学バッファロー

校建築計画学科教授で本会オーガナイザーのリンダ・シュ

ニークロス教授を中心に、内外における工業地公園化事例

の紹介、建築史上の穀物エレベーターの重要性、周辺地域

とのツーリズム・リンク整備法などについて議論が展開さ

れた。穀物エレベーターをホテルやアパートにリノベート

する興味深い事例紹介や、地元写真家マークメイル氏によ

る写真ドキュメンタリーなど、多角的な見地から穀物エレ

ベーターの価値づけが試みられた。シンポジウムの後、

近畿大学　岡田　昌彰

バッファロー運河現地でボートツアーも開催された。

　このシンポジムの大きな特徴は、それぞれ専門的観点の導

入と同時に、穀物エレベーターへの「Public Conscious-

ness（市民認識）」向上が意図されている点にある。つま

り、各専門家の意見、そして市民認識の両者が重視されてい

るのである。事実、約100名の参加者は、学識経験者のほか

に市公園課職員、写真家、学生、一般市民など様々な分野の

人たちからなっていた。シンポジウムについては翌日、地元

の新聞（The Buffalo News）でも取り上げられている。

　各パネリストの洞察力に富むアイデアには深い感銘を受け

たが、フロアとの質疑応答内容や、ボートツアーで穀物エレ

ベーター群に見入る参加者の情熱的な姿からも、一般市民レ

ベルでその重要性は十分に伝わったものと感じられた。

穀物サイロ群（ポートツアーにて撮影）

　　　　　　　　　　　　　　関　連　団　体　ニ　ュ　ー　ス　　　　　　　　　　　　　　

財団法人全国建設研修センター
財団法人全国建設研修センター　緒方　英樹

　当財団（以下センターと略記）は、昭和37年に建設大学

校（現・国土交通大学校）の補完機関として発足、地方技

術職員を対象に建設研修事業を行ってきた。創立以来、今

年で41年を迎える。

　その間、国、地方公共団体、公団、公社、民間の職員研

修、土木工事、管工事、造園工事、土地区画整理の技術検

定、海外からの建設技術者受入研修や海外集中研修、建設

技術等に関する研究や出版事業を行ってきた。そうした研

修業務を推し進めてきたポリシーは、あくまで広汎な国づ

くりのための人づくりにある。

　一方で近年は、青少年を対象にした教育事業にも力を注

ぎ、土木の絵本シリーズ、ビデオ「私たちの暮らしと土

木」シリーズを企画・制作している。絵本とビデオによる

アプローチは、土木の仕事や役割を一般の人々に理解して

貰い、土木をポピュラーな地平に広げたい主旨で創ってき

た。そして、2002年度から小・中学校に導入された「総合

的な学習の時間」により、土木絵本とビデオの需要がさら

に増え、義務教育に土木を組み入れるための試行はその第

一段階を踏みだした。

　同時にまた、絵本活用校を中心に行ったフォローアップ

作業から、いくつかの問題点を指摘したい。その一番

は、学校と土木界をむすぶコーディネーターの不在であ

る。子どもたちに土木を分かりやすく伝える情報や教

材、人材の不足等を理由に足踏みする学校の状況に対

し、ネットワーク化した土木界の情報やノウハウを子供

向けに提供できる総合的な場が求められている。

　また、絵本シリーズ第5巻『海をわたり夢をかなえた

土木技術者たち』活用状況調査では、「すぐれた業績を

残した土木技術者の生き方は、教科を超えた道徳学習や

読書指導としても有効」とある。各地域の発展に尽くし

た先人たちや土木構造物の検証を、子供たちと共に行う

総合学習も土木教育の裾野を広げるだろう。

　土木絵本シリーズは、先に開催された第３回世界水

フォーラム・子ども水フォーラムで紹介、２００４年に

韓国で開催予定のアジア土木技術国際会議の場でも事例

報告したいと考えている。これからの新しい時代を築

く、若い人たちの育成に役立つことを願っている。

　絵本およびビデオシリーズについてのお問い合わせ

は、同財団広報室03（3581）2464まで。

　　　　センターホームページ　http://www.jctc.jp
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土木学会土木史研究委員会ニュースレター　23号　2003.4

◆発表会プログラム6月18日（水）

「第２３回土木史研究発表会」の開催について

　　　　　　　　　　　　　　学　会　の　動　き　　　　　　　　　　　　　　

　土木史研究委員会（委員長：中村良夫・東京工業大学名誉

教授）では、下記要領にて第23回土木史研究発表会を開催い

たします。多数の方々のご参加をお待ちしております。　

１．主 催：土木学会（担当：土木史研究委員会）

２．期　日：2003年6月18日（水）～19日（木）

３．会　場：兵庫県民会館

　　（神戸市中央区下山手通4-16-3、TEL:078-321-2131）

　　交通アクセス：JR・阪神「元町」より徒歩７分、

　　地下鉄「県庁前」東1.2出入口下車すぐ

  　　http://hyogo-arts.or.jp/arts/kai.htm

４．参加費：会員、非会員：2,000円

          　学生会員：1,000円

         　 論文集：6,000円

         　 ※当日会場にて申し受けます。

５．懇親会：

　①日　　時：2003年6月18日（水） 17:30～19：30

　②会　　場：相楽園会館（神戸市中央区中山手通5-3-1、

　　　　　　　TEL078-341-1191、兵庫県民会館より徒歩5

　　　　　　　～6分）

　          http://www.kobe-park.or.jp/soraku.htm

　③参加費：4,000円程度を予定

　④参加方法：当日会場にてお申し込み下さい。

６．「土木史研究（講演集）23」事前販売のお知らせ

発表会当日の議論をより活性化することを主たる目的とし

て、発表会開催前に、「土木史研究（講演集）23」（５月発

行予定）を販売致します。ご希望の方はＦＡＸまたはE-mail

にて、「氏名、送付先（〒、住所、所属名、ＴＥＬ）、購入

部数、支払方法」を明記の上、下記あてお申し込みくださ

い。なお、論文集は1冊6000円（＋送料740円）です。

申 込 先：土木学会土木史研究委員会（担当:橋本）

　　　　　ＦＡＸ：03-5379-0125

　　　　　E-mail：hashimoto@jsce.or.jp

　　　　　申込締切：2003年5月16日(金)着分まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ続く）

時間
9:45
10:00

1 土木事業費に視る内務省財政の変遷 4 帝都復興事業における隅田川六大橋の設計方
針と永代橋・清洲橋の設計経緯

8 京都山城の天井川形成史と環境評価

田中邦博（九州共立大学）亀田伸裕・畑岡寛 中井祐（東京大学） 安東尚美（流域調整室）
2 政策評価モデルによる大規模社会基盤施設の

事後評価 ～苫小牧港開発を例として～
5 フランス革命初期の土木行政 －土木技師関

連法案をめぐって
9 桂川に残る江戸初期の石積み水制に関する実

験的検討
日野智（北海道大学）原口征人・岸邦宏・佐
藤馨一

根岸美幸（京都大学） 石垣泰輔（京都大学防災研究所）田中尚人

3 邪馬台国はどこにあったか －「魏志倭人
伝」の工程を素直に読むとこうなる－

6 オーストラリア・シドニーハーバーブリッジ
に学ぶ橋梁としての役割

10 創成川の都市内河川としての機能変遷

吉本彰（山口大学名誉教授） 山崎利文（高知工業高等専門学校）多賀谷宏
三，Sctto Mooney，Werner Hennecke

足達健夫（専修大学北海道短期大学）原口征
人

7 橋台部周辺の空間形態に関する研究 11 明治期の民間会社による河川改修事業の計画
と施工過程 －湊川改修株式会社－

12:00 藤澤友祐（埼玉大学）窪田陽一 吉村愛子（竹中工務店）神吉和夫
13:00

12 酒田における輸送形態の変化と都市の変遷に
関する基礎的研究

15 日本の木造方杖橋 18 歴史的港湾施設の調査方法論に関する研究

佐久間美樹（日本大学）天野光一・嶌田真一 安達實（金沢大学）本江裕之・金森範孝・北
浦勝

島崎武雄（（株）地域開発研究所）山下正貴

13 師団設置による都市形成への影響に関する一
考察 －陸軍第11師団と善通寺市の変遷を事
例として－

16 日本の木造橋の構造とデザイン 19 由利海岸波除石垣の史的考察 －秋田県の近
代土木遺産－

柴田久（四国学院大学） 松村博（（財）大阪市都市工学情報セン
ター）

川村公一（国土交通省秋田工事事務所）清水
浩志郎・木村一裕

14 朝鮮総督府時代の港湾部を中心とした市街地
形成過程とその評価に関する研究 －韓国釜
山市を事例として－

17 四日市製紙専用鉄道の大型吊橋・富士橋 20 函館漁港・船入澗防波堤の建設経緯と保存活
用

14:30 金殊男（福井大学）川本義海・呉允杓・本多
義明

森陽子（岡山大学）望月清・樋口輝久・馬場
俊介

佐々木恵一（函館工業高等専門学校）原口征
人・韮澤憲吉・佐藤馨一

14:45

21 江戸城濠の構造と涵養水源・水量の変遷 25 我が国大正期の鉄筋コンクリート橋規準の成
立過程について

29 近世の波止の構築意図に関する研究 －広島
県鞆港を事例として－

神吉和夫（神戸大学）森脇拓也 山根巌（（株）イビソク） 嶌田真一（日本大学）伊東孝・植松弘幸・浦
英一郎・堀江晋平

22 郡山の都市形成過程とため池の現状に関する
調査

26 エヌビック社内でおこなわれた技術移転に関
するケーススタディー

30 河村瑞賢による西廻り航路の港について

池田昌弘（日本大学）松波克洋・藤田龍之・
知野泰明

小林一郎（熊本大学）本田泰寛・ミシェル
コット

土屋潤（大日本コンサルタント（株））増渕
文男

23 神戸外国人居留地煉瓦造下水道の構造と機能 27 シャテルロー橋の建設に見る鉄筋コンクリー
ト橋技術

31 北海道石狩湾岸の港づくり

山崎竜護（順天堂大学）神吉和夫 本田泰寛（熊本大学）小林一郎・ミシェル
コット

神代方雅（（株）クマシロシステム設計）戸
巻昭三

24 厳原港お船江の建設経緯と保存・活用に関す
る研究

28 欧州における鉄筋コンクリート橋の歴史的変
遷 －欧州初の鉄筋コンクリート指針成立過
程に関する考察－

32 三角築港の計画と整備

16:45 山下正貴（（株）地域開発研究所） 鈴木圭（鹿島建設（株））山下真樹 星野裕司（熊本大学）北河大次郎

【橋梁Ⅲ（ 鉄筋コンクリート橋）】
司会：中井 祐（東京大学）

【橋梁Ⅱ（吊橋・木橋・鋼橋）】
司会：藤井 郁夫

【港湾Ⅰ（調査・保存・活用）】
司会：北河 大次郎（文化庁）

【河川】
司会：松浦 茂樹（東洋大学）

【港湾Ⅱ（計画）】
司会：佐藤 馨一（北海道大学）

開会挨拶  土木史研究委員会委員長   中村 良夫
【地域・都市・政策】
 司会：黒田 勝彦 （神戸大学）

【橋梁Ⅰ（景観・その他）】
司会：伊東 孝（日本大学）

【都市計画（都市内施設）】
司会：佐々木 葉（日本福祉大学）

第３会場（1202室）第１会場（県民ホール） 第２会場（902室）

【都市計画（都市形成）】
司会：為国 孝敏（足利工業大学）
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　　　　　　　　　　　　　　学　会　の　動　き　（つづき）　　　　　　　　　　　　　

７.見学会：

1）日　時：平成15年6月17日(火)　

　貸切バス(28人乗：近畿タクシー)　

　・集合　JR兵庫駅北側西寄り　受付：午後0:30より

　・出発　午後1:00　

　①湊川隧道西坑口　見学　

　②湊川隧道　見学　

　・バスに乗車・移動(近くでバス下車・ダムまで歩く)　

　③烏原貯水池　見学　

　④五本松堰堤(布引貯水池)　見学　

　・解散　JR三宮駅前　午後5時過ぎ(予定)

2）募集人数：25名(先着順)

3）参加費：1,500円

4）問い合せ・申込み先：開催校委員神吉(かんき)まで

電子メールでお願いします。

神戸大学工学部建設学科　E-mail:kanki@kobe-u.ac.jp

８．宿泊情報：宿泊施設は以下のホームページをご参

照下さい。http://www.kobe-ita.or.jp

◆発表会プログラム　6月19日（木）

時間
9:15

33 郊外鉄道黎明期における小林一三の地域・都
市戦略に関する一考察

37 宮崎県の石造アーチ橋を訪ねての一考察 －
保存・活用の現状と課題－

41 社会資本を鑑みる －近代化・その多面的考
察－

為国孝敏（足利工業大学） 高梨弘久（（財）全国建設研修センター）久
保田重信・緒方英樹

吉原不二枝

34 盆栽町の形成過程と環境特性の持続要因 38 歴史的砂防施設の保存・活用に関する基礎的
研究

42 近代日本におけるコンクリートダム技術の変
遷 －ダム技術者の発言から

増田圭吾（埼玉大学）窪田陽一 小川紀一朗（アジア航測（株））岡田一天・
佐野寿聰・北河大次郎

樋口輝久（岡山大学）三木美和・馬場俊介

35 鉄道・電気事業からみた近代宇治の都市イ
メージ形成

39 土木史として見た炭鉱史跡 －鉱山立坑の史
跡的価値と整理－

43 佐野藤次郎と神戸水道の３ダム

田中尚人（岐阜大学）川崎雅史・坪田樹 野村貢（（株）建設技術研究所）片居木功・
黒澤保

松下眞（神戸市水道局）

36 戦前の岡山市における都市計画街路事業と土
地区画整理事業

40 栃木県の土木遺産とその地域性に関する一考
察

44 電力土木の歴史 －第２編 電力土木人物史
（その11）

11:15 板谷誠吾（岡山大学）樋口輝久・馬場俊介 飯村廣壽（栃木県土木部）為国孝敏・塚本健
太郎

稲松敏夫（稲松技術士センター）

12:15

45 近世後期東海道における交通量推定について 49 金沢市末浄水場の空間構成に関する研究 53 土木技術者を対象とする土木遺産啓発プログ
ラムの実践報告 －土木学会北海道支部講習
会におけるワークショップを導入したプログ
ラムについて－

昌子住江（関東学院大学）石黒竜・武部健一 岡田昌彰（近畿大学）岡島一郎 今尚之（北海道教育大学）原口征人・進藤義
郎・為国孝敏・佐藤馨一

46 米代川流域における舟運によるまちの変遷
－能代・二ツ井を例に－

50 仙台城址地域の保全について 54 蘇れ“土木の遺伝子” －古の知恵に学ぶ－

菅原恵介（（社）東北建設協会）川村公一・
清水浩志郎・木村一裕

松山正將（東北工業大学）花渕健一・菊地清
文・佐伯吉勝

高橋富美（（株）建設技術研究所）須股孝信

47 近代東京における都市内水上交通の拠点空間 51 土木遺産の周辺整備計画における“土地の歴
史”を重視したイメージコンセプトづくり
－重要文化財「虹澗橋」を事例として－

55 歌枕のかわ ～平安時代の一級河川～

高山朋子（埼玉大学）窪田陽一 堀川洋子（日本大学）小宮山乃輔・大久保文
隆・伊東孝

佐治聖介（関東学院大学）小椋愁子・千葉幸
美

48 凍上害に対する鉄道および道路対策技術の展 52 富山大橋の建設に関する研究（その１） 56 環境に配慮した護岸製品の歴史的変遷
14:15 原口征人（北海道大学） 白井芳樹（（財）道路空間高度化機構） 桝山清人（岩手大学）
14:30

57 国府の立地特性とその変遷に関する研究 61 近代土木遺産保全・活用に向けた電子タグ利
用に関する一提案

65 石垣模型の振動実験 －石垣安定における形
状寸法の影響－

佐野浩祥（東京工業大学）十代田朗 嶋田善多（電源開発（株））坂田智己・為国
孝敏

小林善勝（（株）小林石材工業）新谷洋二・
田中邦煕・木村真也・谷優作

58 江戸土木行政の施工形態について 62 近代土木遺産Webサイトの実態と情報提供方
法に関する一考察

66 石垣断面のFEM-3Dによる数値解析実験 －構
成要素の物性値の影響－

篠田哲昭（北海道建設工学専門学校）中尾務 石井雅修（足利工業大学）為国孝敏・塚本健
太郎

田中邦煕（木更津高専）新谷洋二・小林善
勝・木村真也・谷優作

59 江戸城下町における神社の配置とその原理 63 土木史料の価値基準とその評価方法の提案 67 城郭石垣の断面形状と石垣構築技術の変遷
篠田明恵（東京大学）福井恒明・中井祐・篠
原修

塚本健太郎（足利工業大学）為国孝敏・大熊
孝

森本浩行（京都市立伏見工業高等学校）西田
一彦・西形達明・玉野富雄

60 金沢城下の広見の起源と配置について 64 橋梁設計技術者・増田淳の足跡 68 神戸・六甲山麓の地場石材・御影石による石
垣の形成とその展開

16:30 馬場先恵子（金沢学院大学） 福井次郎（独立行政法人土木研究所） 三宅正弘（徳島大学)
16:50

第１会場（福）

総括及び閉会挨拶
土木史研究委員会副委員長   馬場 俊介

【都市計画（近代期地域開発）】
司会：岸井 隆幸（日本大学）

【土木遺産の調査】
司会：昌子 住江（関東学院大学）

【土木遺産の保存・活用】
司会：篠原 修（東京大学）

【交通】
 司会：福井 恒明（東京大学）

【都市形成（プロセス）】
司会：小沢 詠美子（神戸大学）

【土木史料の活用】
司会：平野 勝也（東北大学）

【石垣】
司会：松山 正將（東北工業大学）

第３会場（902室）
【電力・ダムと人物】
司会：知野 泰明（日本大学）

【土木教育・その他】
司会：藤田 龍之（日本大学）

第２会場（1202室）
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土木学会土木史研究委員会ニュースレター　23号　2003.4

　　　　　　　　　　　　　　文　化　財　ニ ュ ー ス　　　　　　　　　　　　　　

登録文化財となった土木構造物一覧

　　　　　　　　　　　　　　行　事　案　内　　　　　　　　　　　　　　

土木学会映像技術委員会では、特別企画として「明日をつ

くった男－田辺朔朗と琵琶湖疏水－」の試写会を行います。

なお、本上映会は、社団法人全国土木施工管理技士会連合会

の継続教育（CPDS）のユニットに加算され、社団法人土木学

会の技術者継続教育（CPD）の単位になります．

１．主催：（社）土木学会土木技術映像委員会、　　　　　

　　虫プロダクション（株）

２．後援：攻玉社工科短期大学、芝浦工業大学

　　　　　（財）全国建設研修センター

　　　　　（社）全国土木施工管理技士会連合会

３．開催日時：

　　平成15年5月28日（水）15時・18時（2回上映）

４．開催場所

（社）土木学会講堂(新宿区四谷1丁目無番地/ＪＲ中央

線、地下鉄丸ノ内線・南北線「四ツ谷駅」下車徒歩5分

５．上映作品

「明日をつくった男―田辺朔朗と琵琶湖疏水―」

(製作支援委員会：高橋裕、中川博次、田村喜子

/声の出演：鶴見辰吾、四方堂亘、鈴木晋介、寺田農/原作：

田村喜子著「京都インクライン物語」（昭和５８年度土木学

会著作賞）/製作：虫プロダクション（株）/上映時間：90

分）

６．参加費：無料

７．申込受付：往復はがきに「第１１回イブニングシアター

参加希望」と明記のうえ、住所・氏名・ふりがな・電話番

号・E-mail、参加ご希望される上映時間（15時あるいは18時

のいずれか）を記載して、下記問合せ先までお送り下さい。

先着順による受付とし、後日返信はがきにてお知らせ致しま

す。定員（各回180名）になり次第、締切りとさせていただ

きます。なお、土木技術映像委員会ホームページでも受け付

けます。（http://www.jsce.or.jp/committee/sityoucom/

index.htm）

８．問合先：（社）土木学会事務局　土木技術映像委員会　

　　　　　　担当：坂本真至

　　　　　　〒160-0004　新宿区四谷１丁目無番地

　　　　　　TEL 03-3355-3596／FAX 03-3355-6055

「明日をつくった男―田辺朔朗と琵琶湖疏水―」上映試写会

名　　称 所在地 建設年代 特徴等

日影沢一号床固工 大正後期

　　　　 中流域床固工 大正後／昭12増築

　　 　　上流域床固工 大正後／昭12増築

クズレ沢斜路工 新潟県新井市 大正後期 直線上水路と床固工を一体的に築いた砂防施設。

西野谷用水路 新潟県新井市 大正15年 万内川七号堰堤と一体的に築かれた石張灌漑施設。

大原太川第一号砂防堰堤 新潟県南魚沼郡湯 昭和14年 全国的にも最初期の本格的アーチ式練積砂防堰堤。

日影沢が関川水系万内川に合流する地点に築かれた砂防

施設で，一号床固工は最大規模。中流域は32基，上流域

は５基の堰堤が連続している石造構造物。

新潟県新井市

登録文化財（平成14年12月答申分）

登録文化財（平成15年3月答申分）

土木の文化財を考える会第10回講演と討論の会

　土木の文化財を考える会では下記の通り、第10回講演と

討論の会を開催しますので、ふるってご参加ください。

１．日時：平成15年6月7日（土）13時～17時

２．場所：東京大学構内山上会館

３．主催：土木の文化財を考える会

４．講演内容：①「色彩から土木を見る」葛西紀巳子（色

彩環境計画室）②「土木のこころ」田村喜子（作家）

③「最近の話題から」高橋裕（世界水会議理事）

５．申し込み先：河野宏（住鉱コンサルタント内）

　　　　　　　　〒110-0008東京都台東区池之端2-9-7

　　　　　　　　TEL 03-3827-6134 FAX 03-3827-6144

名　　称 所在地 建設年代 特徴等

猿渡堰堤 神奈川県秦野市 昭和７年 水通しに特異な構造形式を有する重力式練積堰堤。

山ノ神堰堤 神奈川県秦野市 昭和７年 灌漑用水用の水路を備えた重力式練積堰堤。

戸川堰堤 神奈川県秦野市 昭16／同25年嵩上 堤体表面を谷積，隅部を五角形切石積とした堰堤。

万内川一号堰堤 新潟県新井市 大10頃／昭８改造

万内川三号堰堤 新潟県新井市 大正11年頃

万内川四号堰堤 新潟県新井市 大正11年頃

万内川六号堰堤 新潟県新井市 大12頃／昭９改造

万内川七号及び八号堰堤 新潟県新井市 大15頃／昭８改造

万内川十号堰堤 新潟県新井市 大15頃／昭８改造

万内川十一号堰堤 新潟県新井市 大15頃／昭８改造

万内川十二号堰堤 新潟県新井市 大14頃／昭８改造

万内川十三号堰堤 新潟県新井市 昭和９年頃

万内川十四号堰堤 新潟県新井市 昭和９年頃

旧岡谷上水道集水溝 長野県岡谷市 昭和２年 石積側面細隙から湧水を取り込み集水する構造物。

旧日野橋 鳥取県米子市 昭和４年 日野川に架かる曲弦式６連ワーレントラスの鋼橋。

新潟県西部，日本海に注ぐ一級河川関川の水系，万内川

の中流域にある砂防堰堤。明治35年の粟立山崩壊以降，

増大した流出土砂を防ぐため，新潟県で実施された最初の

砂防事業で建設された。一号は粗石コンクリート造砂防堰

堤として我が国初期の事例。三号から十二号は当初部分

が空積の重力式石造堰堤で，後の改造でコンクリート造部

分が加えられた。十三・十四号は重力式コンクリート造であ

る。一号から順に上流に向かって位置し，各々に創意と工

夫が見られ，現在は周囲の景観とよく調和している。
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編集後記：昨年と同様に土木史研究発表会のプログラ

ム確定をまっての発行となりましたので、発行日程がず

れ込んだことをご了承ください。また、現土木史フォー

ラム小委員会メンバーによる発行は、今回が最後となり

ます。発行にあたり、お世話になった方々に感謝いたし

ます。今後ともよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　土　木　史　関　係　図　書　　　　　　　　　　　　

土木学会土木史研究委員会監修
土木史フォーラム　No.23
発行者　土木史フォーラム小委員会
代表者　昌子　住江
事務局　関東学院大学工学部　鈴木　伸治
〒236-8501　横浜市金沢区六浦東1－50－1
TEL／FAX  045－786-7751
Email:nsuzuki@kanto-gakuin.ac.jp
URL:http://home.kanto-gakuin.ac.jp/~nsuzuki/forum/index.htm

 メール会員登録のお願い

　先般の読者アンケートの結果からメール配信でよいとする方がかなりいらっしゃいましたので、発送の経費なら

びに作業軽減の為、希望される方からメールによる配信に切り替えて行きたいと存じます。メール配信を希望され

る方は、メール会員として登録しますので、登録希望のアドレスを担当の日野智委員（E m a i l /

pno@eng.hokudai.ac.jp)までご連絡ください。　　　　　　　土木史フォーラム小委員長　昌子　住江

　

書名 著者・編者 発行所・発行日 定価
土木のこころ 田村喜子 山海堂・2002年5月 ¥1,900

帝都東京・隠された地下網の秘密 秋庭俊 洋泉社・2002年12月 ¥1,900

国土論 内田隆三 筑摩書房・2002年11月 ¥4,800

水路の用と美 渡部一二 山海堂・2002年12月 ¥3,200

江戸東京をつくった偉人鉄人 荒俣宏・榎
本了壱

平凡社・2002年10月 ¥1,500

ＪＴＢキャンブックス　鉄道構造物探見―
トンネル、橋梁の見方・調べ方

小野田滋 ＪＴＢ・2003年1月 ¥1,700

とやま土木物語 白井芳樹 富山新聞社・2002年10月 ¥2,190

トンネルや橋梁などの鉄道構造物を鑑賞する手引書とも言える一冊。著者は鉄道関連の近代化遺産調査な
ど数多く手がけており、その解説もわかりやすい。

富山県内の土木の文化財を中心として、富山の土木の歩みが語られている。項目ごとに簡潔に読みやすくま
とめられており、写真も豊富であり読み物としての面白さも感じる一冊である。

本書は、東京開府400年にあたり、江戸・東京をつくった459人を網羅する。江戸初期の伊那忠次、大久保忠
行などに始まる都市計画者、治水利水の建設者たちもそこに名を連ねている。

「京都インクライン物語」の著者が、20世紀の20人の土木家を語る。田辺朔郎、廣井勇などその業績が歴史的
に顕著な人物から、現在もなお現役で、仮設施設の改良に献身する小野辰雄まで、多彩な土木家像と彼らの
土木技術哲学を描いている。

ジャーナリストである著者は、東京の地下空間の不可思議、不合理を緻密な資料で暴く。’90年の御徒町崩
落が旧陸軍のトンネルによること、大江戸線が東京の“地下処理”に沿ったことなど、土木関係者にとっても興
味深い“事実”を展開している。

“国土”とは？いま外から観ることができるようになった20世紀の国土論である。中央に敗戦を置き、前半は天
皇が、後半は資本が国土を覆う。諫早湾干拓に後半の“資本の国土”の典型をみる。

水利空間の形成史と水路網などを述べる。後半は、伝統的な水路・水辺の造形を分析する。
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